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オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
は
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
本
場
・
イ
ギ

リ
ス
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
、
個

人
の
庭
を
一
般
に
公
開
す
る
も

の
で
す
。
最
近
で
は
、
日
本
全

国
に
広
ま
っ
て
お
り
、
中
で
も

兵
庫
県
は
北
海
道
や
長
野
県
と

並
び
、
全
国
的
に
も
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
が
盛

ん
な
地
域
で
す
。

こ
こ
猪
名
川
町

で
も
平
成
16
年

か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
庭
主
同
士
、
ま
た
、

庭
主
と
見
学
者
と
が
花
の
育
て

方
や
購
入
先
な
ど
の
情
報
交
換

を
す
る
な
ど
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
を
通
し
て
人
の
輪
が
広
が

っ
て
い
き
ま
す
。

今
年
の
「
い
な
が
わ
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
」
に
は
、
東
京
・

広
島
か
ら
、
ま
た
町
内
の
花
好

き
の
方
々
な
ど
約
７
０
０
人
の

見
学
者
が
各
庭
を
訪
れ
ま
し

た
。
主
催
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
さ

わ
や
か
緑
花
ク
ラ
ブ
」
代
表
の

福
井
牧
男
さ
ん
は
「
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
は
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

な
い
の
で
、
比
較
す
る
の
で
は

な
く
、
庭
主
さ
ん
の
個
性
や
愛

情
の
こ
も
っ
た
庭
を
見
て
ほ
し

い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

は
、
庭
主
・
見
学
者
、

そ
し
て
ご
近
所
の
人
の

理
解
と
協
力
が
あ
っ
て

初
め
て
成
立
し
ま
す
。

花
や
緑
で
あ
ふ
れ
る
町

づ
く
り
に
も
つ
な
が
る

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
、
皆
さ

ん
も
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
で

す
か
。

新緑が輝き、色とりどりの花が咲き誇

る季節となりました。皆さん、全国各地

で開催されているオープンガーデンに行

かれたことはありますか。猪名川町では

5月1 6日・ 1 8日・ 2 0日の3日間、2 1邸

の庭主が参加して「第5回いながわオー

プンガーデン」が開催されました。

今回は、4邸のお宅にうかがい、自慢

の庭を見せていただきました。

�
花
の
話
題
で
楽
し
く
談
笑
す
る
見
学
者
と
庭
主

道行く人にも花を楽しんで

もらいたいと、河合さん宅の

アプローチには手作りのベン

チが置かれています。建物を

覆うように成長したみごとな

バラや、葉の色を楽しむカラ

ーリーフと呼ばれる植物を生

かした花壇など、どこを見てもまるで絵画のよ

うな美しさです。その洗練された庭は、訪れた

誰もが思わず感嘆の声を上げてしまうほど魅力

的です。

庭主の河合佳江さんは｢猫がいるので、環境に

やさしいガーデニングを心がけています。個人

の庭から発信して、花と緑の輪が広がればうれ

しいですね｣と笑顔で話されました。

中橋 弥里

木下 美由紀

花
を
通
し
て
広
が
る人

の
輪

私
達
の
町
の

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

ど
ち
ら
の
お
宅
で
も
、
奥
様

が
日
常
的
な
植
物
の
手
入
れ
、

力
仕
事
や
庭
を
飾
る
ア
ー
チ
や

ベ
ン
チ
の
製
作
は
ご
主
人
と
、

家
族
が
協
力
し
て
庭
づ
く
り
を

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

家
族
が
力
を
合
わ
せ
、
時
間

と
手
間
を
か
け
て
作
り
上
げ
た

庭
か
ら
、
新
し
い
出
会
い
や
交

流
が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
自

宅
の
庭
を
美
し
く
飾
る
こ
と

が
、
花
や
緑
で
彩
ら
れ
た
町
づ

く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
、

そ
ん
な
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の

魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

皆
さ
ん
も
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
で
花
友
達
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
【
い
な
が
わ
特
派
員
】

�
眺
望
の
良
さ
が
自
慢
の
庭

日野上さんご夫妻は、９年前に若葉地

区から現在の場所に転居され、元は段々

畑だったという土地をお二人の力でおも

むきのある庭へと作り上げました。

庭からの見晴らしは最高で、ご主人が

掘った大きな池では、珍しいモリアオガ

エルが産卵し、タヌキの家族も遊びに来

るという、まさに自然と一体となった庭

です。

ツル植物の植えられたアーチには、ア

ケビ・ノウゼンカズラ・キウイ・クレマ

チスなどが仲良く共存し、それぞれに美

しい花を咲かせていました。

お庭に一歩足を踏み入れ

るとたくさんの鉢植えが私

達を出迎えてくれ ました。

ガーデニングを始めた頃は

鉢植えは難しいと思ってい

たという八木義子さん。そ

れが今では、溶かした新聞

紙にセメントを混ぜてご自

分で鉢を作ることもあると

いうほどの力の入れようで

す。

昔から スミレ

が好きで 、そこ

から現在 の山野

草であふ れるお

庭に落ち 着きま

し た 。 今 で は 、

山野草の 好きな

友人と情 報交換

をしたり 、お互

いに株分 けをし

た りして 交流を

深めています。▲熱心に山野草の手入れをする庭主

西山家の門

を く ぐ る と 、

忘れな草の小

さな花が青い

じゅうたんの

ように広がっ

ています。澄

んだ湧き水の

出る裏山には

ツツジや山桜

が咲き、庭で

は大きな樹木の木陰にエビネや日本サクラ草、

ミヤコワスレなどの山野草が可憐な花をつけて

いました。

西山佐枝子さんは｢四季折々の表情があり、春

もいいですが、冬の雪の庭もきれいですよ｣と、

季節の移ろいを楽しみながら庭の手入れをされ

ていました。

い
な
が
わ
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン

周囲の風景と調和した心安らぐ庭
西山邸（島）

豊かな自然に抱かれた手作りの庭
日野上邸（西畑）

緑あふれる山野草の庭 八木邸（松尾台）

▲素朴なおもむきの前庭

■
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
飾
り
方
な
ど
参
考

に
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と

も
多
い
で
す
。
益
田
孝
子

さ
ん
（
尼
崎
市
）

■
自
分
で
は
な
か
な
か
で

き
ま
せ
ん
が
ガ
ス
や
電
気

の
メ
ー
タ
ー
を
お
し
ゃ
れ

に
隠
す
工
夫
に
感
心
し
ま

し

た

。

古

塚

育

子

さ

ん

（
伏
見
台
）

■
庭
主
さ
ん
と
ブ
ロ
グ
で

知
り
合
い
、
は
る
ば
る
見

学
に
来
ま
し
た
。
花
や
葉

の
色
の
組
み
合
わ
せ
が
す

ば
ら
し
い
で
す
ね
。
来
年

も
ま
た
来
た
い
で
す
。
斎

藤
真
理
子
さ
ん
（
東
京
都
多

摩
市
）

花のアーチが迎える庭
河合邸（伏見台）

▲ご主人手づくり
のアーチ


